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公益社団法人日本産科婦人科学会制定「不妊症および不育症を対象とした着床前胚染色体異数性検査

(PGT-A)に関する細則」へ改定の申し入れを行いました 

 

本会倫理委員会では、昨年 10 月に PGT-A に関するアンケート調査を実施いたしました。会員の多くの

先生方から貴重なご意見等賜りありがとうございました。その調査内容および本年秋に発刊予定の生殖医

療ガイドライン改訂版で予定される内容をもとに、倫理委員会で慎重に検討を重ね、令和６年度第 5 回通信

通常理事会での審議ならびに令和 6 年度第 3 回通常理事会での報告を経て本会理事会内でも充分な理

解を踏まえました。そののち、公益社団法人日本産科婦人科学会（以下、日産婦）制定の「不妊症および不

育症を対象とした着床前胚染色体異数性検査(PGT-A)に関する細則」について改定の申し入れを行うとい

うこととなり、先日、日産婦の加藤聖子理事長ならびに、臨床倫理監理委員会 鈴木 直委員長を直接訪問

し、申し入れをいたしました。 

日産婦側と率直に意見を交換する機会を持ち、相互に理解を深められたと感じており、大変有意義な面

談となりました。今後、可及的速やかに本会と日産婦との合同検討チームを発足させ、改定の是非、改定す

る場合の具体的内容も含めて両学会で検討を進めていくということで合意いたしました。詳細の申し入れ文

書を会員の先生方に共有いたしますとともに、今後も進捗は先生方にも共有させていただきます。引き続き

本会へのご理解ご支援を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

2025.4.4 日産婦事務局内にて 

（左から、泉倫理担当幹事、廣田倫理担当理事、杉野理事長、日産婦加藤理事長、臨床倫理監理委員会 鈴木委員長） 



 



 


